
 

 

 

 

 

 

 

 

いったた……。 

ちょっと……ぼーっと突っ立ってんじゃないよ！ 

 

は？ 

口応えすんなよ男のクセに！ 

さっさと立ち上がって、端の方に寄れよ……。 

 

っつーか、私みたいなおばさんにぶつかられたくらいでよろけるとかマジザコオスすぎる

でしょ……。 

男ならもっとしっかり、逆に私を弾き飛ばすくらいの力があって当然じゃない？ 

 

……あ、そっかそっかぁ……。 

お前、オスとしてもよわよわのザコだから、こんな風に私に見下されてても平気なんだ？ 

あーあ……おしまいだね、男ならおばさん相手でも、ちゃんと自分の方がオスとして上だっ

てこと示してやろうって……。 

そういう気持ち？ 

実際にどうこうするとかじゃなくて、そういう気持ちだけでもちゃんと持っておかなきゃ

いけないのにさー……。 

 

ほら、手ェ貸しな……。いいから……。 

 

 

 

……こっち。付いておいで。 

……いいから。 

おばさんにぶつかられて転んじゃうようなザコオスは、黙って言うこと聞く！ 

 

 



 

 

 

 

 

……これでよし、っと……。 

……あれ、もしかして私のこと、マジで知らない感じ？ 

 

この駅で結構有名になってるらしいんだけどな～……。 

ぶつかりおばさんって、聞いたことない？ 

おばさんが男に思いっきりぶつかってきて、そのまま逆レイプされちゃうっていう……。 

 

……そうそう、そのぶつかりおばさん。 

あれ、私。 

私、自分より弱いオス見つけて無理やり犯すの好きなんだよね～。 

だってさぁ……。 

 

 

 

楽しいじゃん？ 

自分の好みでもなんでもないただのおばさん相手に犯されてるオスの顔見んの……。 

恋愛感情もないのに、チンポ刺激されたせいで勃起だけ止まんなくなっちゃってさぁ？ 

そのまま名前も知らないマンコの奥に種付けさせられちゃうの……。 

最後には、泣いて謝るオスもいて……そのときなんて最高の気分だよ？ 

 

さて……力の差は分かったと思うからさ……観念して、チンポ出しな。 

それとも……無理やり押し倒されたい？ 

 

 

 

……そーそー。素直なオスのほうが可愛げあっていいよ～……。 

私に今から強制交尾させられるって思ったらチンポムラついちゃったのかな～？ 

ダサくて最低だけど……フェラで強制勃起させる手間省けてラッキーかも。 

……んじゃ、そこ座って？ 

 

 



 

……ふふ……じゃあ……その上に、マンコ、失礼しまーす……。 

 

 

 

……スカートなんて脱がなくても、そのままパンツズラせばハメられるじゃん。 

お前の相手くらいでいちいち裸になれないって。 

あくまでもお前はディルドなの。分かる？ 

黙ってマンコ満足させることだけ考えてなさい……。 

っはー……あ……はい、る……！ 

 

 

 

ッぅぅ……。 

んっはー……んー、最近のチンポの中では、なかなか、良い方かも……。 

 

 

 

はー、ッぅ、んんっ、ッぁ……っはー……ふー……。 

ッぅ……ぅぅ……んっ……ッぅ……んん……ぁぁ……っはー……。 

 

お前が気持ちいいかどうかは……っはー……別に関係ないんだけどな～……。 

ッぅ……んんっ……っはぁ……。 

でも……そんなに気持ちよさそうな顔してくれるなら……私も嬉しいよ……。 

っふー……んっ、ッはぁ……でも……。 

もっと、ッはぁ……逆レイプされてッ、んんっ……悔しいって表情も……ッはぁ……。 

見てみたいッ、かな……んっ、ッはぁ……。 

 

っはー……ぅぅ……んっ、ッぁ……マジっ、生意気なんだけどっ、ッはー……。 

おっぱいとかッ、お前ごときに見せるわけないでしょ……ッはぁ……。 

おばさんより弱いオスなんかっ、ッはー……チンポ以外の価値無いんだからッ、っはぁ……。 

黙って私にッ、んっ……逆レイプされてればいいのよ……ッはー……。 

っぅ、んんっ、ッはー……ぁ……んんっ、ッふー、ッぅぅ……。 

 

んあっ、ッはぁっ、ッふっ、っぅ……んっ、ッはぁ……ふぇ……？ 

嘘でしょ、ッぁぁ……もうイキそうなの？ 



っはーっ、弱いだけじゃなくてっ、ッんんっ……早漏とか……。 

ぅぅ……んっ、ッはー……使えないッ、全然楽しませてくれないじゃん……。 

 

でも……っはー、しょうがないなー……。 

ガマンしろって言ってッ、んんっ……どうにかなるもんじゃないしぃ……。 

っはー……それなら……ッはー……気持ちよくイカせてあげよっかなー……。 

 

ほら……っはー……おねだりして？ 

チンポイカせてほしいならッ、っはー……ちゃんと言うことあるでしょ……！ 

 

んぁっ、ッはー……ぁっ、ッぅ……んんっ、ッふぅ……ッぅぅ……。 

 

 

 

ッぁ……はーっ、ッぅ、んっ、ッぅ、んんっ、ッはーっ、ッぁっ、んっ、ッはぁっ……。 

あんっ、ッぁっ、ッはー……。 

 

いいよ……出せば？ 

ッはぁっ……名前も知らない、ッんんっ……今日会ったばっかのっ……。 

それもっ、んっ、自分にいきなりぶつかって突き飛ばしてきたおばさんのッ……。 

っはーっ、アラサーマンコにッ、んんっ……精子いっぱいびゅるびゅる出せばいいじゃんっ

……！ 

 

っあっ、んっ、ッふっ、ッぅ……私もッ、っぁ……ちょっとだけイキそ……ッぅ……んんっ

……！ 

っあ……イっ……イクっ、イクイクイクイク……。 

 

 

 

 

ッぅ……んふ……ッはー……。 

 

……ふふ……めっちゃドクドク言ってる……。 

おばさんマンコ、そんなに気持ちよかったんだ？ 

みじめで、情けなくて、ホント最高……。 

 



  



 

 

 

さて……１発イったことだし、いつまでも私がここに乗ってたら重いよね。 

今抜いてやるからちょっと待ってなさい……。 

 

 

 

んっ、しょっと……っはー……。 

 

……ふふ……マジ？ 

 

結構がっつり中出しキメたと思ってたのに……まだこんなにチンポカタいんだ？ 

 

 

 

っつーか……ここまでカタいなら、もう１発くらいイケそうだね？ 

私みたいなのに逆レイプされて興奮したの？ 

ホント……マジで救えないザコオス……。 

私、もっと嫌がってんのに射精しちゃうっていう情けないところが見たかったのになー…

…。 

イキたくないのにマンコに搾り取られるオスが、ダっサいうめき声あげながらマンコに種

付けする瞬間って、ホントに最高なんだよ？ 

いつもは自分より弱いと思ってるメス相手に、一方的に性的搾取されて……。 

それで「ごめんなさい、やめてください」みたいなこと口では言いながら、手ではガッツリ

腰掴んじゃってさ……。 

そのまま子宮にめがけて、びゅ～って精子ぶちまけてくんの……。 

 

そういう情けないのが見たかったのにさぁ……。 

なんで逆レイプされてチンポ満足しちゃってるわけ？ 

ねー、答えてみてよ、変態……。 

 

れぢゅぅぅ……ずぢゅる……。 

 

……どうせ好きでしょ、こうやって耳とか舐められんのも……。 

 



れりゅれりゅ……ぬぢゅぅぅ……れりゅれりゅ……ずぢゅるぅぅ……ぢゅっぢゅ……。 

ぬぢゅぷっ、ずぢゅ、ぢゅるるぅぅ……ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぬぢゅ……ずぢゅぢゅ……。 

 

っはー……。 

駅のトイレで無理やり交尾させられた挙句、雑にチンポシコられて、気持ちいい？ 

お前のザー汁と私のマン汁が混ざったスケベな天然ローションで、エグい音とニオイさせ

ながらシコられて……。 

イったばっかなのにキンタマに精子作り直させるの、気持ちいいね？ 

 

れりゅれりゅ……ずぢゅぅぅ……ぬぢゅぷっ……変態……。 

っはー……ちゅっちゅ……チンポ気持ちいいなら、ちゃんとそう言わないと……。 

れぢゅれぢゅ、ぬぢゅぅぅ……チンポするのやめちゃうよ～？ 

 

 

 

ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぬぢゅぅぅ……れぢゅれぢゅ、ぬぢゅる、ずぢゅぷぅ、ぢゅっぢゅ……。 

れりゅれりゅ、ぬぢゅるぅぅ、ずぢゅぢゅ、れぢゅぅぅ……っはー……。 

 

言わなくていいのかなー……。 

こんな中途半端なところでチンポやめちゃったらさーあ？ 

バッキバキに勃起したまんま、ココ出て行くことになるんだよ？ 

そしたらさー……れりゅれりゅ……私が無理やり犯されたって通報したら……。 

れりゅぅぅ……ぢゅっぢゅ……わたしじゃなくてお前が加害者になるんだよ？ 

 

れろれろ……ぢゅっぢゅ……ずぢゅぢゅぅぅ……っはー……。 

駅員も、警察もぉ……れりゅれりゅ……ぶつかりおばさんのことは知っててもさ……。 

れろれろぉ……ぢゅっぢゅ……無理やり犯されたって女のこと、無視するわけにはいかな

いでしょ……。 

 

れりゅりゅぅぅ……だから……ずぢゅぢゅ……そうされたくなかったらぁ……。 

ぬぢゅぬぢゅぅ……チンポお願いしますって言いなさい……。 

れろれろ……一方的にシコられるのが好きなザコチンポイジめてくださいって……。 

ずぢゅぢゅぅぅ……ほら……言えって……！ 

 

 

 



れぢゅれぢゅぅ、ずぢゅる、ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぅぅ、ぢゅっぢゅ、れぢゅぅぅ……！ 

 

っはー……まあ、ぢゅっぢゅ……なかなかおっきな声では言えないか……。 

れりゅれりゅ、ぬぢゅるぅぅ、チンポはこんなに素直なのになー……れりゅれりゅ……。 

 

それとも……わざとかな？ 

ちゅっちゅ……こんなおばさんにぶつかられてんのに、ずぢゅずぢゅぅぅ……。 

文句の一つも言わずにチンポ勃起させちゃう変態君だもんね～？ 

れりゅれりゅ……もっと激しくチンポしてほしくて、わざと私に煽らせてんのかな……。 

 

ぬぢゅぬぢゅぅぅ……ぢゅっぢゅ、どっちでもいいけど……れりゅれりゅ……。 

我慢汁の量、エグいことになってるよ？ 

れろれろぉぉ……尿道に残ってたザーメンより全然多いんじゃない？ 

 

マンコより手コキのほうが気持ちいいってこと？ 

ぬぢゅるぅぅ……マジムカつく……ずぢゅぢゅ……れりゅれりゅぅぅ……。 

それじゃ、手でイカせたあと、もっかいマンコハメて……ぢゅっぢゅ……。 

このチンポに、自分の役目、ちゃんと分からせてあげないとだな……。 

 

 

 

れろれろぉぉ……ずぢゅ、ぬぢゅぱっ、ずぢゅる……。 

いいよ、イキなよ……。 

トイレの床に精子ぶちまけろ……。 

おばさんの手コキで……ぬぢゅぅぅ……耳舐められながらイっちゃえ……。 

れぢゅ……ずぢゅる……っはー……キンタマ我慢すんなよ……ほら……。 

全部出せ……ずぢゅぱっ、ぢゅぢゅぅ……射精しろッ……チンポイけっ！ 

 

 

 

 

ぬぢゅぬぢゅぅぅ……ッはー……ぢゅっぢゅ、ずぢゅるぅぅ……ずぞぞ……ぢゅるるぅぅ

……。 

 

んふー……っはー……。 

うーわ……めっちゃ出てんじゃん……。 



ほら、この手、見てよ……。 

 

 

 

こんな濃いの出して……ほとんどお餅じゃん……。 

しかもニオイもエグぅ……おばさんのマンコにこんなクサいの出してたんだ～？ 

 

ふふ……弱いクセにチンポだけ一人前のオスみたいな顔しちゃってさー……。 

マジありえないんだけど……。 

女から一方的に快楽与えられて嬉しい？ 

男だったら、もっと強くたくましく、チンポ以外でもオスらしいところ見せてくんないとさ

……。 

 

 

 

ひゃっ……！？ 

 

 

 

ちょっと、まだチンポへのお説教終わってないんだけど？ 

ねえ、ちょっと、待ちなさいってば……！ 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひゃんッ……！？ 

 

……あっ、お前は、この前の……！ 

……え、ちょ……あれ、なんで……？ 

 

 

 

いや……この前はあんなに簡単に弾き飛ばせたのに……。 

……あ、あの……その、ごめん、なさい……。 

 

 

 

……今、ちょっと時間大丈夫？ 

あ、いや……その……この前みたいなことするってわけじゃなくて……。 

ちょっとお前と……いや、ごめんなさい……。 

お兄さんとお話ししてみたくなって……。 

 

うん……そんなに時間は取らせないから……ね？ 

そこのベンチで……お願い……。 

 

 

 

 

……その……この前はごめんなさい……。 

……今日のことは謝らないわよ。 

だって、今日は私が弾き飛ばされたじゃない。 

 



……いや、ぶつかったのは私だけど、でもよろけたのも私でしょ？ 

お尻おもいっきりぶつけて、ちょっと痛かったんだから……。 

 

……はーい、ごめんなさーい……。 

 

……あ、でね……？ 

私の家、この駅から歩いてすぐのところにあるんだけど……。 

良かったら、ちょっと寄ってかない？ 

 

 

 

お兄さんみたいな対応してくれる人に出会ったの、初めてで……。 

すっごく男らしいって言うか……オス臭いっていうか……。 

あ、その……チンポがって意味じゃなくてね？ 

一人の人間として？ 

子宮の奥の方が疼く感じ、みたいな……。 

 

……あー……ごめん、私何言ってんだろ……。 

どこの切り口から話してもそういう結論になっちゃって申し訳ないんだけどさ……。 

でも、ホントにそんな感じなの。 

だから……この前みたいに乱暴なのじゃなくて、もっとちゃんとお話ししてみたいって言

うか……。 

お兄さんっていう一人の人間に、興味湧いた、みたいな……。 

 

……ダメかな……やっぱ、私みたいなおばさんじゃ……。 

 

え、あ、いや、逆ナンじゃないよ、逆ナンとかそんな恥ずかしいこと出来ないって……！ 

 

……でも……お兄さんがそういう風に思うなら……。 

そう思ってくれてもいい、かな……？ 

 

……ねえ、ダメ？ 

私の家、このまま来てくれる、よね……？ 

 

 

 



だって、この前あんなに情熱的な中出ししてくれて、手コキだって――！ 

 

 

 

むぐッ！？ んぶっ、んむんむぅぅ～！ 

 

っはぁ……びっくりした……いきなり犯されるのかと……。 

 

……ふふっ……交渉成立、かな？ 

じゃ、私についてきて？ 

ホントすぐだから。ねっ？ 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

こちらがぶつかりおばさんこと猪熊妙ちゃんのご自宅で～す。 

 

あ、ここ……ちょっと待ってね～……。 

 

 

 

 

はーい、散らかってるけど、どうぞー……。 

あー、うん……一応そっちの黒いパンプスだけは踏まないで？ 

それ一番気に入ってる会社用の靴だから……。 

 

 

 

ごめん、カギだけ締めてもらっていい？ 

 

 

 

……そーなの……ゴミの日 2 回連続で出し忘れちゃってさー……。 

一応部屋の方はそこそこ綺麗にはしてあるけど……やっぱ気になる感じ？ 

じゃあ……ま、ここでいっか……。 

 

 

 

……ん？ 

ああ……私、裸族っていうの？ 

自分の家では洋服着ない主義なんだよね～。 

全然気にしなくていいから。 

ぉい……しょっと……。 

 



 

 

そんじゃ……。 

 

 

 

お兄さんも、おズボン失礼しま～す……。 

 

 

 

……何って……私がお兄さんとお話しするなら、チンポ越しのほうが良いでしょ……。 

それに……。 

 

 

 

ホントはこういうの期待してたんじゃない？ 

血管浮き出るくらいチンポガチガチにしてさーあ？ 

握ってかる～くシコってるだけなのに、もう我慢汁出てきてるし。 

 

 

 

すんすん……すぅぅぅ……っはー……。 

チンポもムレて、超イイニオイ……。 

強いオスのチンポなんだって思ったら、この前よりも全然エロく感じる……。 

くんくん……んはぁ……すんすん……すぅぅぅ……っはー……。 

 

ごめんね……私、もうガマンできないや……お口マンコで、このままいただいちゃいまーす

……。 

 

ぬぢゅぅぅぅ……ずぢゅる……ずぢゅぢゅ……ぬぢゅぅぅ……ずぢゅ、ずぞぞ……ぢゅる

るぅぅ……。 

 

んはぁ……うまぁ……ほんのりしょっぱくて、舌先ピリピリするようなオスの味ぃ……。 

ぬぢゅぬぢゅぅぅ……ずぢゅる、ずぞぞ……ぢゅぢゅぅぅ……ぢゅるるぅぅ……。 

ぢゅっぢゅ……ずぢゅるぅ……ぐぢゅぱっ、ずぢゅずぢゅぅぅ……っはー……。 

 



 

 

この前はホントごめんね……。 

私、ちゃんと恋愛して、ちゃんと結婚したいなーって思っててさー……。 

そんで、相談所利用してるんだけど、もう、全然イイ男いないの。 

私のタイプは、一言で言うなら……オスみの強いオス？ 

 

ガタイが良くて、力強くて、ちょっぴりオラ付いてる感じでさ……。 

夜の生活も絶倫で、私がもう無理って言ってもイカせ続けてくれて……。 

何回も赤ちゃん孕まされちゃうような、そういうつよ～い男が好きなんだ……。 

でも、なんか全然タイプじゃないのばっかり紹介されるし、イライラしてて……。 

 

 

 

そんで……れぢゅれぢゅぅぅ……っはー……だんだん弱いオスの存在そのものに腹が立っ

てきて……。 

れりゅれりゅ……ぬぢゅぅぅ……ずぢゅぢゅ、れぢゅぅぅ……ずぢゅるっ、ぐぢゅぐぢゅぅ

……。 

ッはぁ……自分で強いオス見つけるために……ぬぢゅぅぅ……ああやって駅で、色んな男

にぶつかってたんだよね……。 

 

れりゅれりゅ……っはー……でも、倒したら倒したで、弱いオスから搾り取るのも楽しいっ

てことに気付いちゃって。 

いつの間にか、れりゅれりゅ……弱いオス見つけて押し倒して、何発も搾り取ってればそれ

でいっかって思うようになっちゃってたんだよね……。 

 

ずぢゅ、ずぢゅるぅぅ……ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぬぢゅぅぅ……ずぢゅ、ずぢゅるぅ……。 

れりゅれりゅ……ぐぢゅぱっ、ずぢゅるぅぅ……。 

 

お兄さんみたいな強いオスが最初からいてくれれば、ぬぢゅぬぢゅぅぅ……。 

ぶつかりおばさんとか呼ばれる前に……ぬぢゅぅぅ……色んな男逆レイプする前に……。 

れりゅれりゅ……彼女とかになれたのかな……れりゅれりゅぅ……。 

 

ぢゅぱっ、ぐぢゅるっ、ずぢゅぢゅぅぅ……えへへ……厚かましいよね、告白もしてないの

に彼女とか……。 

ぬぢゅぬぢゅ……第一、私みたいなおばさん、お兄さんが選ぶかどうかは全然別だし……。 



ぬぢゅぱっ、ずぢゅるぅ、ぐぽっ、ずぢゅぼっ、ぢゅっぢゅ……。 

 

ッはー……。 

 

 

 

たださ？ 

私、経験だけは豊富だし、オスにも負けない強い性欲には自信あんだよね……。 

だから……もしお兄さんが良かったら、なんだけど……その……。 

私と……まずは、お友達になってくれない、かな……？ 

……ああ、もちろん、将来的には彼女とか、奥さんとか、そういうのがいいんだけどね？ 

そのためには、私たちお互いのこと何にも知らないから……。 

だから、その……お友達……。 

 

……うん、もちろん、セフレって意味なんだけど……。 

……えへへ……良いんだ……。 

やっぱお兄さん、私の予想通りの淫乱チンポだ……！ 

嬉しいな……。 

 

 

 

ずぢゅぱッ、ぐぢゅるぅ、ぬぢゅ、ずぢゅずぢゅぅ、ぢゅっぢゅ、れぢゅぅぅッ！ 

ずぢゅぼっ、ぢゅぼっ、ぐぱっ、ずぢゅぱっ、ずぢゅるぅ、ずぢゅ、ぢゅぢゅぅぅ！ 

 

っはー……いいよ、このまま口にびゅびゅっと出して……。 

ぬぢゅぬぢゅぅ……お友達になった記念の口内射精……ぬぢゅぬぢゅぅ……。 

お兄さんの精子、私に直接ごくごくさせて……！ 

 

ぬぢゅぱっ、ずぢゅるっ、ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぅぅ……ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぅぅ……！ 

れぢゅれぢゅ、ぬぢゅるぅぅ……ぢゅっぢゅ、ずぢゅっ、ぐぢゅぱっ、ずぢゅぅ……！ 

んふっ、ぢゅっぢゅ、ちょうだい……ぬぢゅぅぅ……お口マンコに射精してぇ……！ 

 

 

 

んぶッ……！？ 

ずぢゅ、れぢゅぅぅぅ……ぬぢゅぅぅ……ぢゅっぢゅ、ずぢゅるぅぅ……ずぢゅぅぅ……。 



ぢゅっぢゅ、れぢゅぅ……ぬぢゅぬぢゅぅぅ……ぢゅぱっ、ずぢゅ……ぢゅ、ずぞぞ……。 

 

っはー……んぐッ、んっ、んんっ、ッぅ……ふぁぁ……。 

 

……えへへ……全部飲んじゃった……。 

ごちそうさま～……。 

 

  



 

 

 

……あー……なんか、濃いの飲んだら、マンコムラムラしてきちゃったな……。 

ねぇ？ 

この前はさ、私が一方的にお兄さんのこと犯してたじゃん？ 

あのとき、ちょっと思ったんだよね。 

このチンポなら、逆レイプするよりも、オス側に好き放題動いてもらった方が結構いいんじ

ゃないか、って。 

今出したばっかだから、お兄さんが行けるならでいいんだけどさ……。 

 

 

 

この場でこのまま、正常位で犯してくれたりしない？ 

ベッドまで行ってもいいけど……もう１秒も我慢できないかも……。 

 

 

 

お兄さんに発情しちゃったマンコにさ……。 

ぶっとくてガチガチのヤツ突っ込んで、好き放題パコって欲しいんだ……。 

絶対気持ちよくするから……お願い……私のマンコ使って……！ 

 

 

 

あぁ……えへへ……ホントにシてくれるんだぁ……。 

嬉しい……玄関で交尾……。 

かっこいいチンポに、マンコ求められてる感じして……超興奮するぅ……。 

 

 

 

ッぅおぉ……！ 

っはー……ぁぁ……すっご……お腹に、チンポの形浮き出ちゃいそぉ……。 

ん、ッはー……ぁぁ……やっぱり、ッはぁ……強いチンポとする交尾はぁ……。 

逆レイプよりもっ、ッはー……正常位とかでぇ……オスに食われてるって分かっちゃう体

位の方が、っはー……。 

マンコ興奮すんのかも……。 



 

 

 

ッぅ、んんぅ、ッぁ……っはーっ、ッぅ、んんっ……！ 

っぁ……んっ、イイっ……チンポ気持ちいいッ、っはー……。 

私のッ、弱いトコ……ッはぁっ、んっ、ッぅ、んんっ……ちゃんと分かってるッ……！ 

恥ずかしいトコちゃんとッ、っあっ、ごりゅごりゅって、ッぁっ、んはー……。 

ゆっくりパコパコしてんのにっ、ッはー……気持ちいいところばっかっ、ッはー……。 

正確に狙ってきてんのッ、んんっ……強いオスにッ、っはー……。 

っあっ、子作りの相手としてっ、認識してもらってる感じでッ、んんっ……。 

ッはぁっ、ぁっ、すっごく興奮するぅ……！ 

 

っあっ、んっ、ッはぁっ、ッぅ、んんっ、ッぁっ、あんっ、ッぅ、んんっ……！ 

最高ッ、かもっ、ッぁっ、んんっ、ッはーっ……！ 

玄関先でするセックスでッ、っあっ、幸せ感じちゃってるぅっ……！ 

 

っあんっ、ッあっ、っはぁっ、あっ、んっ、ッぅ、んんっ……！ 

そんなのっ、いちいち確認しなくてもいいよっ、ッはーっ……！ 

お兄さんはッ、っはー……オス様なんだからっ、ッぁ、んっ、ッぁぁ……！ 

自分がシたいように腰振ってッ、っはー……メスの穴で射精するのがっ、ッはぁっ……！ 

オス様の仕事でしょッ……っあっ、んんっ……！ 

 

この前みたいなッ、っはー……一方的に食われるザコオスとはっ、んんっ……！ 

役割が全然違うのっ、っあっ、分かってよっ、ッはーっ……！ 

今のお兄さんはっ、ッあっ、私のことッ、んっ……！ 

オナホみたいにっ、自由に使う権利があるっ、ッぁっ、つよつよのオス様なんだからぁ…

…！ 

あんっ、ちゃんとっ、ッはーっ、私の穴で満足してくれなきゃッ、っはー……失礼だよっ…

…ッぅぅ……！ 

 

 

 

んぅぅぅッ……！！ 

 

っあっ、ッはっ、っあっ、イイっ、ッぅ、んあっ、ああっ、ぁぇっ、しゅきっ！ 

ッあっ、これ気持ちいいっ、ッあっ、奥までズボズボ最高ッ、っあっ、気持ちいッ！ 



おまんこ感じすぎてひっくり返っちゃいそうッ、っあっ、んはぁっ、ッぅ、んっ、ッぉぁっ

……！ 

あんっ、ッぁっ、待ってッ、っあぁっ、気持ちいいので頭トんじゃいそうっ……！ 

 

ッぅ、んんっ、ッぉっ、お兄さんッ、っあっ、あひっ、ッあっ、ダメっ……！ 

私イっちゃうっ、ッあっ、チンポ満足させる前にッ、マンコイクのっ、ッあっ！ 

んあっ、やだっ、ッあんっ、私一人じゃなくてっ、ッぁっ、お兄さんと一緒がいいっ、ッあ

っ！ 

んあっ、らめっ、ッあっ、やっ、一緒がいいのっ、マンコパンパンしてもらって一緒にイキ

たいっ！ 

っあっ、お友達でしょっ、ッあっ、友達なんだったらッ、っあっ、一緒にイコうよっ、ッあ

っ！ 

気持ちいいの一緒に感じたいもんっ！ 

 

 

 

ッぉぁっ、ッはぁっ、ッぁっ、イグっ、らめっ、お兄さんッ、っあっ、スゴいっ、ッあっ！ 

体重かけられてッ、腰逃げらんないよッ、っあっ、イクっ、種付けされるッ！ 

強いオスにっ、ッぉっ、マンコ食い荒らされて中出しされるっ、ッぁっ！ 

イグっ、ッぉっ、マンコイきましゅッ、っおぁっ、あっ、あ、イグっ……！ 

イクイクイクイク……！！ 

 

 

 

 

ッぅぅぅぅ……！！ 

っあ……あひっ……んへへ……ぁぁ……っはー……。 

 

スゴいんだけど……マジで……っはー……ぁぁ……。 

これまでやってきたセックス……全部集めても……ッはぁ……。 

この１発に敵わないくらい、気持ちよかった……。 

んはー……こんな最高の交尾シてくれる友達出来て、良かった……。 

ありがと……。 

 

 

 



ッぉぉぉ！？ 

 

あ……え、ちょっと待って……？ 

もしかして、まだ出し足りない感じ……？ 

 

でもでも、その、さっき口で一発して、今も中に出したばっかだよね？ 

 

続きはベッドとか……ほら、喉乾いてるならお茶とかも出せるし―― 

 

 

 

んぉぉっ、ッぉっ、おッ、おっほッ、りゃめっ、ッあぁっ！ 

今はっ、ッぉっ、ダメっ、なのぉっ、ッぉっ、んっほッ、っぉぉ……！ 

おっ、ぎぼぢいっ、ッあっ、んへっ、ッぉぉ……！ 

体重思いっきりかけられんのッ、気持ちよすぎるからっ、ッぁっ！ 

おっほッ、っおっ、んぉっ、おほっ、ッぅ、んんっ、ッぉっ、おおぉ……！ 

 

おっ、ぉっ、んぉっ、イったばっかのッ、マンコにっ、んひっ、ッぉっ、チンポっ！ 

おほっ、ッぉっ、メスの弱いトコ全部ぎもぢいのっ、ッぉっ、おぉぉ、んぉぉッ……！ 

おぁっ、ッはぁっ、んひっ、ッぁっ、イっ、イイっ、しゅきれしゅっ、ッぉっ！ 

一方的にッ、っぉっ、交尾させられるのッ、気持ちよくて好きぃっ、ッぉぉ……！ 

おっほッ、ッぅ、んぉっ、おほぉっ、ッぉぁっ、っはーっ、ッぅ、んっ、ッぁぁ……！ 

 

はいっ、ッあっ、友達じゃなくてッ、っあっ、ッぉっ、セフレでもなくてぇっ！ 

ッうっ、んぉぉ……私ッ、っああっ、お兄さんだけのマンコになりますっ！ 

ッぉっ、性欲処理できる穴ッ、っあっ、チンポハメてもらうだけの穴になるぅ！ 

ッぉっ、んっほっ、ッぉっ、それでいいですっ、ッぉっ、彼女とか奥さんとかぁッ、っぉぉ

……！ 

とりあえずッ、っあっ、そういうのはッ、一旦置いといてッ、っあっ、んはぁっ……！ 

都合よくチンポ使える穴でッ、っぉっ、それでいいからっ、っあぁぁ……！ 

 

あんっ、ッはっ、っあっ、あんっ、ッぅっ、っあっ、はいっ、ッあっ、これからはぁっ！ 

ご主人様とッ、呼びますッ、っぉっ、んほぉっ、おちんぽハメハメしてくださるご主人様ッ！ 

ッおっ、んっほッ、っぉっ、やっ、ッぉぁぁ！ 

頭おかしくなりそっ、ッぉおぉ！ 

 



この前までッ、っあっ、私がご主人様でッ、そっちがディルドだったのにぃっ！ 

ッお、おっほッ、今日からはぁっ、ッぉ、おぉぉ……！ 

私ッ、っぁぁ……ご主人様に使っていただける中出し専用オナホマンコになるのぉっ！ 

 

 

 

んおっ、おっ、おっほッ、っぉっ、イグっ、しゅきっ、おっ、おっほッ！ 

っぉっ、おまんこイキましゅ！ 

肉便器宣言でメス穴イクのっ、ッぉっ、ご主人様ッ、出してくださいっ！ 

ご主人様専用のチンポハメ穴にっ、ッぉっ、精子っ、精子びゅるびゅるくださいっ！ 

ッぉっ、中出しされてイキたいっ、ッぉっ、んっほッ、ザーメンお恵みくださいッ！ 

っぉっ、イグっ、マンコイクっ、おっ、おほっ、しゅきっ、交尾好きッ！ 

 

んぉっ、あっ、あへっ、ぉっ、イグっ、あっ、イグ、またイクのっ……！ 

おっ、しゅきッ、イクっ、イクイクイクイクぅぅ……！！ 

 

 

 

 

んほぉぉぉ……ぉ……おぉぉ……！ 

ぉぁ……は、っはー……ぁぁ……あへへ……ご主人、様ぁ……めっちゃ出てるぅ……。 

……オナホマンコに、種付けしてくださってぇ……えへへ……ありがとうございますぅ…

…。 

っはー……っはー……。 

 

はぁ……はー……ふふ……。 

……お兄さんに、まさかそういう趣味があったとはね……。 

女に自分のこと「ご主人様」って呼ばせるの、そんなに興奮した？ 

……んーん、そっちの方が興奮できるなら、ずっとそう呼んであげる……。 

 

その代わり……これからもたくさん、私の穴でチンポ気持ちよくなってくれますよね、ご主

人様……？ 

 

  



 

 

 

 

 

んんんッ……！！ 

 

ッはー……っはー……ふふ……。 

まだそんなにカタいんだ……。 

分かるよ……マンコのとこ、カタいの当たってるもん……。 

でも……穴の方はちょっと休憩させて欲しいかな……。 

お兄さんの交尾気持ち良すぎて、ちょっとイキ疲れちゃったからさ……。 

 

代わりに……他の子じゃあんまりしてあげられないエロいこと、シてあげちゃうね……。 

こっちきて？ 

 

 

 

 

はい、膝枕、どうぞ……。 

……うん、ソファーに仰向けに寝転がる感じで、私の太ももの上に頭乗せるの……。 

……あ、もしかして後ろ髪のとこに、自分の出した精子付いちゃうかもって気にしてる？ 

ふふ……大丈夫です～。 

私のマンコはそんなに緩くありません～。 

 

……ご主人様から頂戴したザーメンは、全部ちゃんと奥でゴクゴクしましたから……ね？ 

 

……ふふっ……やっぱご主人様って呼ばれんの好きなんだ……。 

……ほら、膝枕……いらしてください、ご主人様？ 

 

 

 

……ふふふ……ご主人様ってお呼びしたら、素直に言うこと聞いてくださるんですね？ 

カワイイ人……ホントに……手放したくなくなっちゃう……。 

 

……はい、こちらどうぞ……。 



私がおっぱいを吸わせてあげるのは、私がご主人様と認めた方だけですから……。 

目の前にある、胸の先っぽのところ……好き放題ちゅぱちゅぱして、お楽しみください……。 

 

……んぁ……ッはー……ぁぁ……ッぅぅ、んんっ、ッはぁ……あー……。 

んふっ、ッぅ、んんっ……気持ちいッ、ッぁぁ……。 

 

えへへ……ッはー……ご主人様はッ、っんんっ……おっぱいを気持ちよくするのもお得意

なんですねぇ……。 

ッふっ、ッぅ、んんっ、ッはぁ……。 

あんっ、ッぅ、ッはぁ……勃起してる乳首をっ、ッぅ、んんっ……そんなに舐め回してっ、

ッはぁ……。 

ぁっ、ッはー……ヤらしいけどっ、ッぅんんっ……とても気持ちよくてッ、ッふぅっ、んん

っ……。 

最高ですっ……おっぱい気持ちいッ、ッぁぁ……。 

 

んぁっ、ッはーっ、好きっ……ご主人様ぁ……ッはー……さっきまでのオスっぽさがッ、っ

はー……。 

嘘みたいでっ、っんんっ、赤ちゃんみたいな純粋な目でッ、っあぁ……おっぱいの感触楽し

んじゃうなんてッ、っはー……。 

ぁっ、ッぅ、んんっ……んはぁ……そんなのズルすぎるよぉっ、ッぅ、んんっ……ッはぁ…

…！ 

 

あっ、ッぅぅ……私もッ、っはー……ご主人様にお返ししないとッ、んんっ……！ 

 

 

 

ッあっ、んっ、ッはー……えへへ……。 

ご主人様ぁ、どうですぅ？ 

ッんっ、っはぁ……おっぱい吸いながら、おちんぽ様をっ、ッはー……。 

シコシコされちゃう気持ちはッ……っはー……。 

 

射精したばっかりなのにっ、ッんんっ……もう次の射精に向けてッ……っはあ……。 

精子たくさん作り始めてる、えっちなおちんぽ様ッ、っはー……。 

私のメス穴をたっぷりお使いいただいて……ッはぁ……んっ、たくさんイカせてくださっ

た……。 

ガッチガチでカッコいい、スケベなおちんぽ様ぁ……！ 



 

んぁっ、ッはーっ、ッぅ、んんっ……！ 

おててマンコでずぢゅずぢゅしたらっ、ッはー……おっぱい吸う力強くなってるッ、っはー

……。 

それだけおちんぽ気持ちいいってことなんでしょうか……ッはぁ……んっ、ッはー……。 

そんなに吸われたらッ、っはー……私ッ、っぁぁ……母乳出ちゃいそうッ、ですっ……！ 

 

んぁっ、ッはぁっ、ふふっ……母乳出るって言ったら、ッはー……。 

ますますおちんぽカタくなったぁ……。 

ッぁっ、んはぁ、ぅ、んんっ……出して欲しいんですかぁ？ 

ッあっ、おっぱいまみれにされながらチンコキされたいんですねぇっ……ッはー……。 

 

可愛すぎるッ、っぁぁ……いっぱい母乳出してあげたくなっちゃうぅ……！ 

ッぁ……っはー……それじゃあっ、ッはぁ……もっといっぱいぢゅーぢゅー吸ってッ……

っはー……。 

おっぱいゾクゾクさせてっ、ッんんっ……！ 

母乳搾り出してくださいませッ、っはー……。 

私の体にッ、っはー……母乳出せって命令するみたいにッ、っはー……。 

乳首たっぷり吸い上げてッ……んふぅぅぅッ……！！ 

 

っあっ、ッぁっ、すごいッ、っあっ、おっぱいスゴい気持ちいいのッ、っあっ、んんっ……！ 

腰動いちゃうッ、っあっ、おっぱいだけでッ、っはーっ、おまんこの弱いトコゾクゾクさせ

られるのっ……！ 

ッあっ、んはぁっ、ッぅ、んんっ、ッあっ、気持ちいッ、ッぉぉぉ……！ 

 

あっ、んはっ、はいっ、ごめんなさいっ、ッあっ、おちんぽ様にももっとご奉仕しますッ、

っあぁっ……！ 

んひっ、ッぅぅ……！ 

 

 

 

ッあっ、んはっ、ッぁっ、ッぅぅ……んんっ、ッぁっ、それいいっ……！ 

唇でッ、っあっ、乳首挟んで吸われるのスゴイッ、っあっ、んんっ、んはッ、っぁぁ……！ 

待ってっ、ッあっ、それっ、んひっ、ッぁっ、ぐぢゅぐぢゅされるとッ、っぅ、んんっ……！ 

イっちゃッ、っあっ、イっ、イクっ、やっ、乳首イっちゃッ……！ 

 



 

 

ダメっ、っあっ、乳首イクっ、ぅあっ、やっ、出るっ、母乳出ちゃうッ―― 

 

 

 

んおぉぉ……！ 

お……ぉあぁ……あ……ぎぼぢ……いいッ……っは……ぁぁ……。 

んはー……っはー……ぁぁ……。 

 

……んー、飲んで……私の、母乳……ッは……えへへ……。 

気持ち良すぎて、出ちゃった……私のイキ汁ごくごくぅ……。 

 

 

 

おっぱいたっぷり飲んで……っはー……またザーメン作って……。 

おっぱいミルクを、おちんぽミルクの栄養にしてほしい……。 

ッあ……ぁぁっ、ッはーっ、吸い方エロいっ、ッぅ、んんっ……！ 

 

気持ちいッ、っあっ、好きっ……それ好きっ、っあっ、気持ちいいのっ……。 

んはぁっ、ッぁっ、んはぁっ、ッふーっ、ッぅ、んんっ……！ 

っあっ、や……あ、ダメっ、ッあっ、またイキそっ、ッあっ……！ 

 

 

 

んあっ、イっ、イクっ、おっぱい吸われてイクの、ッぉっ、んっほッ……ッぉ、おぉぉ……！ 

おっ、イグっ、ッぉ、おまんこもイクっ、っあっ、出してくださいっ、ッあ……！ 

ご主人様の気持ちいいおちんぽ汁欲しいッ、っあっ、イっ……イクっ……ッぉぉぉ……！！ 

 

 

 

 

 

んおっ、ッぉぉぉ……おっほッ、っぉっ、ぎぼぢいッ、ッぉぉ……！ 

これっ、ッあぁ……おっぱいおもらしッ、クセになっちゃうよぉ……ッぁ……っはー……。 

 



……えへへ……ッはー……ご主人様ぁ……？ 

まだまだおちんぽイケそうですねぇ……？ 

今夜は……徹底的に……私がヌいて差し上げますからね……。 

ちゃんと私の体に……ご主人様の味、染み込ませてくださいね……！ 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

……ご主人様。 

 

 

 

……お久しぶりです。 

ふふ……私ですよ、猪熊妙です。 

元ぶつかりおばさんって言えば分かります？ 

……もう……自分専用のメスの顔くらい一発で分かってくださいよ……。 

それとも、覚えてるのはメス穴の味だけですか？ 

……はいはい、冗談でーす。 

 

 

 

……ええ。もうぶつかりおばさんはやめました。 

だって、私には、自分のことを大事にしてくれるご主人様が出来ましたからね。 

ご主人様とこうして出会えない日もそれなりにありますけど、そのときはちゃんと家で性

欲発散してますよ？ 

ご主人様が残していってくれたザーメン付きのパンツをしゃぶりながら、ディルド相手に

杭打ち騎乗位で……。 

 

……ふふっ……ディルドはディルドです。人間のチンポじゃなくて。 

 

……はー……私、ホント信用無いなぁ……まあ、自業自得なんですけど。 

今は、ご主人様専用のオナホマンコですから。 

他のオスには一切触れてませんし、触れさせてもいません。 

……せっかくだから、それ、ここで確認してもらいましょうか。 

私のメス穴の中に、あなたのザーメン以外入ってないってこと。 

 

そこの陰のとこ、分かります？ 



実はあの奥、人間３人分くらいのデッドスペースがあって……。 

昔自販機かなんか置いてあったと思うんですけど、今はただのへこみなんですよね。 

 

あそこ、結構いい死角になってるんですよ。 

幸い、今日はあんまり人もいないみたいですし……。 

電車待ってる間に、そこで、私の穴、ご利用いただけません？ 

 

……ふふっ……。 

 

 

 

もうこんなに勃起してるのに、やせ我慢はいけませんよ、ご主人様……。 

私は、いつでもどこでもあなたのおちんぽ様にご奉仕する、おまんこ大好きな肉便器……。 

私の穴で、ご主人様のムラムラ、鎮めさせてください……ね？ 

 

 

 

……ふふっ……決まりですね……。 

 

では、こちらへ。ついてきてください。 

 

  



 

 

 

 

 

はー……今日も一応スカートで来ておいてよかった……。 

 

 

 

こうやってご主人様にお尻を向けるだけで、もう立ちバックでハメハメできちゃいますも

んね～……。 

さあ、ご主人様……ズボンをお下ろしになって、この前みたいに激しく私のこと犯してくだ

さい……！ 

 

 

 

……ああ……すっごくアツくてカタいのが当たってる……ッはー……。 

早くそれを、私の穴に……。 

 

 

 

 

んひッ……っあ……や、もう……そこは違う穴ですよ……。 

……ん……えぇ……もしかして、アナルでしたいんですかぁ……？ 

できれば私、マンコ使ってほしかったんですけど……。 

んんッ……っはー……んぅ……んー……いえ、ご主人様がそう言うなら……。 

はい……どうぞ、ッはー……私のケツ穴でおちんぽシゴいてくださいませ……。 

 

 

 

お……ッぉぉぉ……お……ぉぉ……はぁ……ぁー……。 

……奥まで……ッはー、入ってるぅ……ッはぁ……。 

子宮の裏側みたいなトコにっ、っはぁ……おちんぽ当たって……。 

なんか、変な感じです……ッはー……。 

気持ちいいような……苦しいような……。 

 



 

 

ッぉ……おぉ……？ 

おっ、んぉ、ッは、ぉあぁ……！ 

これっ、ッぁぁ……変なッ、感じぃっ……ッぁっ、んぉぉ……！ 

オモチャ突っ込んでみたことくらいはっ、あるけどぉっ、んんっ……！ 

本物のおちんぽ入れるのはッ、っは、初めてッ、だからぁっ、ッぉっ、んぉぉ……！ 

 

っはぁっ、ッぁぁ……すっごくっ、気持ちいいッ、んだけどっ、ッぉぉ……！ 

お尻の穴ッ、っはぁっ、ッぁぁ……ひっくり返りそうでっ、ッはー……。 

 

んへっ、ッぉぉ……おまんことッ、全然違うのにぃっ、ッぁっ、んんっ……！ 

同じくらい気持ちよくてッ、っはーっ、変なのッ、っあっ、んんっ……！ 

おまんこ余計にムラムラしてっ、ッあぁっ……入れてほしくなるッ……！ 

おまんこの奥までズボズボしてっ、ッあっ、んんっ……！ 

パンパンっ、いっぱいイジめてほしくなるぅ、ッあっ、んぁぁっ、ッはーっ……！ 

 

 

 

ッぉっ、んぉっ、ッおぁあ……！ 

おッ、ぉっ、らめっ、ッぉぁぁ……アナルも気持ちいいッ、ッぉ、んおぁぁ……！ 

あひっ、ッぅ、あっ、ッあっ、んはぁっ、あっ、あぁぁっ……！ 

ご主人様ッ、っあっ、ダメっ、声止まんないッ、っぉぉ……！ 

 

こんなにッ、ッぉっ、だらしない声出してたらッ、ッぉっ、んほッ、ッぉっ、バレちゃうっ

……！ 

交尾してるってッ、みんなに気付かれるッ、っああっ、ッはーっ……！ 

私がッ、っあっ、ご主人様でぇっ、ッおっ、ザコオス相手にしてたときはっ、ッはーっ……！ 

逆ッ、っあっ、オスの方を鳴かせてッ、っあっ、楽しんでたのにぃっ、ッぉっ、んほぉっ…

…！ 

私がッ、っあっ、ハメ穴にされちゃってっ、ッぉっ、ご主人様にご奉仕するメスになれたら

ぁっ、ッはーっ……！ 

逆になっちゃうのっ、ッあっ、恥ずかしいのにッ、んんっ、嬉しいッ、っぉっ、んっほッ…

…！ 

 

おっ、んっほッ、っぉっ、ぉぉっ、ッぅ、んっほぉぉっ、ッぉっ、おぉ……！ 



嬉しいのっ……！ 

だってっ、ッあっ、んんっ……これがッ、私が本当に求めてたッ、オス様だからぁっ……！ 

ご主人様みたいなっ、つよつよのオスに支配されたかったからっ、ッあっ、ずっとご主人様

みたいな男の人探してたからぁッ……！ 

ッぉっ、んっほッ、その人に認めてもらってッ、っぉっ、おまんこどころかっ……！ 

ッはーっ、お尻の穴までッ、おちんぽコキコキするための穴って認識してもらえてッ！ 

っぉっ、んっほっ、ッぉっ、おぉっ、私はッ、幸せ者ですッ……！ 

 

 

 

ッぉっ、おほッ、っぉっ、ッぉぉ……！ 

おっ、おっ、イグっ、イっちゃうっ、らめっ、ッぉぉ……！ 

初めてのアナルファックでおまんこまでイクのっ、ッぉっ、らめっ、ッぉっ、欲しいッ！ 

ご主人様がッ、っぉっ、気持ちよくなった証拠欲しいのッ、っぉぉ……！ 

お尻マンコに射精お願いしますっ、ッぉっ、んおっ、ッぉっ、おっほッ、っおっ！ 

イっ、イクっ……アナル犯されイグっ、ッぉっ、おっほっ、イキましゅ！ 

おッ、っぉっ、イクっ、イクイクイクイク……！！ 

 

 

 

 

んおほぉぉぉッ……ッぉ……おぉぉ……おっ、ッぉぉ……お、おぉ……！ 

っは、あぁ……あ、らめ、れしゅ……なんか来る……ッぉ……やべッ、ッぉ、お潮吹いちゃ

うッ、っぉ……！ 

ご主人様っ、っあっ、やっ、ごめんっ、なさいぃぃッ……！！ 

 

 

 

ッぉぉぉ……！ 

お、ぉあ、あへへ……ッっぁあ……オナニーでもッ、っはー……。 

潮吹き出来なかったのにぃッ、っはー……ケツ穴処女ファックでぇ……イっちゃったぁ…

…あへへ……。 

 

 

 

ッぉぉぉ……！ 



 

お……っはー……ぁぁ……あへへ……。 

 

……お使いいただき、ありがとうございました……。 

あと……その……イキ潮ぶっかけちゃって、ごめんなさい……。えへへ……。 

お詫びにぃ……私のとご主人様のでドロドロになっちゃったおちんぽ、お口とおっぱいで

きれいにお掃除させていただきますね……！ 

 

  



 

 

 

 

それでは……失礼いたします……。 

 

 

 

……えへへ……やっぱり何度見ても、すっごく立派なおちんぽ様……。 

今おっぱい出しますから……ちょっと待っててくださいね……。 

 

 

 

んっ、しょっと……えへへ……。 

 

この前ご主人様に授乳手コキして差し上げたあとからなんですけど……。 

感じすぎると母乳出ちゃう体質になったみたいで……。 

さっきケツ穴ハメハメですっごく気持ち良かったから、もうブラの内側、こんなになっちゃ

いました……。 

これ、ご主人様にプレゼントしますんで……ぜひ私の母乳のニオイ堪能しながら、母乳まみ

れのパイズリご奉仕で、おちんぽ綺麗になってください……。 

自分で言うのもなんですけど、結構甘くてふわふわな、いいニオイするんですよ……ふふふ

……。 

 

 

 

……それじゃ……ッはー……おちんぽ様に母乳、失礼しますね……。 

せー、のっ……。 

 

 

 

ッはー……ぁぁ……えへへ……。 

ザーメンと混じって、おちんぽ様が真っ白になっちゃいましたねぇ……。 

このまま、谷間に挟んじゃいますからね～……。 

よい……しょっと……。 

 



 

 

んはぁ……ッぅ……っはー、ぁぁ……。 

ご主人様のおちんぽ、やっぱり熱くて硬くて……。 

こんなのが私の中で暴れてたんだと思うと、っはー……それだけでおまんこゾクゾクしち

ゃいます……。 

もっともっと気持ちよくして差し上げて……っはー……。 

ご主人様が、私以外じゃ射精できないカラダにしてあげたいです……っはー……。 

えへへ……いいじゃないですかっ、ッはー……。 

私は、いつでもどこでもっ、んんっ……ご主人様の性欲処理のお相手ができるメス穴ですよ

ぉ？ 

……っはー、んっ、ッはぁ……ご主人様が命令してくれればッ、っはぁ……。 

会社休んで、おちんぽ様のお相手しにっ、ッぁ……っはー……どこでも伺いますから……。 

 

ッあ……えへへ……おちんぽビクってしたぁ……。 

今、ちょっとそれ良いかもって思ってくださったんでしょうか……ッはー……。 

それともっ、ッはー……もっとちゃんとご奉仕しろってッ、っはー……私のこと叱ってくれ

たのかなッ……！ 

 

っはー……いっぱいいっぱいご奉仕してっ、ッはー……ご主人様にッ、っはぁ……。 

チンコキ用のおまんこだってっ、ッはぁ……認めてもらいたいのでぇっ……！ 

もっともっとっ、ご奉仕頑張りますねっ……！ 

見ててくださいっ、ッはぁ……ほらぁ……。 

おっぱいでおちんぽ様挟んだまま、私のお口マンコで……先っぽぉ……。 

 

れぢゅれぢゅっ、ずぞっ、ずぢゅぢゅぅぅ、ずぞずぢゅぅぅ……！ 

 

んはぁ……えへへ……亀頭責め気持ちいいでしょ……。 

れぢゅぅ……ずぢゅる、ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぬぢゅぅぅ……ぢゅっぢゅ……。 

ご主人様は射精もお好きですけど……れりゅれりゅ……なかなか射精させてもらえないの

もお好きですもんね～？ 

 

ぬぢゅぬぢゅぅ、れりゅぅ、ずぢゅぱっ、ぢゅるるっ、ぐぢゅぐぢゅぅ、ぢゅぱっ、ずぢゅ

ぅ……！ 

れろれろぉ、ぢゅるるっ、ぐぢゅぱっ、ずぢゅ、ずぞぞぢゅるるぅ……ぢゅっぢゅ、れぢゅ

ぅ……！ 



 

っはー……。 

 

 

 

ご主人様、もっとちゃんとブラジャー嗅いでくださいね……。 

一日ご主人様との交尾のことを思って発情してたメスの体臭と、さっきイカせていただい

て染みついちゃった母乳が混ざってる甘ったるいニオイ……。 

 

れりゅぅぅ……ぢゅっぢゅ……。 

ご主人様専用のメスから出てる、交尾おねだりのフェロモンなんですから……。 

ぬぢゅぬぢゅぅ……ぢゅっぢゅ……っはー……ぢゅっぢゅ……れぢゅれぢゅぅ……。 

脳の奥の奥まで刻みこんで……ぢゅっぢゅ……ッはー……。 

ご主人様のことを慕って……おちんぽハメハメおねだりしてるメスのこと、絶対忘れない

ように……。 

 

ぬぢゅるぅぅ……ぢゅっぢゅ、ずぢゅるぅ……ずぞぞ……。 

はぁ……我慢汁美味しいっ……れりゅれりゅぅ……ぢゅっぢゅ……ぬぢゅぬぢゅ、ずぞぞ

……。 

ご主人様のおちんぽからあふれてるの、しょっぱくて、トロトロで、喉の奥にべっとり張り

付いて来るみたいでたまんないです……！ 

 

ッはぁっ、ぁぁ……！ 

ご主人様ッ、っあっ、んぁっ、ッはーっ、ぢゅっぢゅ、れぢゅれぢゅぅ……！ 

んぁぁ……やっば……ッはー……おっぱいまたイっちゃいそ……ッはー……。 

気持ちいッ、っぁぁ……好きっ……ご主人様ぁ……。 

あぁ、ダメ……母乳出るッ……っぁぁぁ……！ 

 

 

 

 

ッおぉぉ……っはー……えへへ……もっと……もっとしないと……。 

これじゃ……ご主人様母乳で洗ってるだけになっちゃうからぁ……！ 

 

 

 



ぬぢゅぱっ、ずぢゅぼっ、ぐぢゅぼっ、ずぢゅずぢゅっ、ずぢゅるっ、ずぞっ、ぢゅぱぢゅ

ぱっ！ 

れぢゅれぢゅぅ、ぬぢゅるっ、ずぢゅっ、ずぞっ、ずぢゅるるるぅぅッ！ 

 

ッはーっ、ッあぁ……お願いしますっ、私のお口めがけてッ、いっぱいザー汁くださいっ…

…！ 

ぢゅっぢゅ、ぬぢゅぅぅ……おっぱいマンコで射精お願いしますっ！ 

ぢゅぱっ、ぐぢゅっ、ずぢゅずぢゅぅ、ぢゅっぢゅ、ぬぢゅるっ、ずぢゅずぞぞ、ぢゅるる

ぅぅ……！ 

 

 

 

 

んぶぅッ……んふぅぅ……ぢゅっぢゅ……ん……ずぢゅぢゅぅぅ……。 

んぐっ、んっ……ぢゅっぢゅ……ッはー……んぐっ、ッはぁ……。 

 

……えへへ……２発目なのに、こんなに濃いんだぁ……。 

喉にべっとり張り付いてきて……喉マンコまで孕んじゃいそうだよぉ……。 

さすがご主人様……こんなの好きにならずにいるのなんて、無理ですよぉ……。 

 

  



0 

 

 

 

 

 

ん、っはー……。 

 

……まだカタくなってますけど、コレ、どうします？ 

私は……出来ればちゃんと、メス穴使ってほしいなって思ってるんですが……。 

 

……ふふ……駅で、駅弁してくれるってことですかぁ？ 

嬉しい……じゃあ……何発でも結構ですから……。 

ご主人様がご満足いただけるまで……奥に連続種付け、お願いいたします……。 

 

 

 

んぁっ、っはー……ふふ……。 

 

私のことしっかり抱え上げられるなんて……カッコよすぎなんですけど……。 

これだけでもメスの悦び感じられちゃってるのに……このままハメられたら私……。 

 

 

 

ッおぉぉ……！？ 

あ……あへへ……これ、ッぁぁ……最高に気持ちいい……。 

焦らされてたからってのもあるんだろうけどぉ……。 

自分がこのオスだけに交尾許してるメスなんだって思ったらぁ……っはー……。 

入れられただけで、軽くイっちゃったぁ……。えへへ……。 

 

……もちろんです……いつでも好きなように動いて、おまんこぐちゃぐちゃにかき回して

ください……。 

 

 

 

ッぉ……おっ、んっほッ、ッぉっ、ぎぼぢいっ、ッぉっ、おぉっ、んぉっ、ッはぁっ……！ 



ご主人ッ、様ぁっ、ッお、おっほッ、っぉっ、おぉっ……！ 

好きっ、ッぉっ、このおちんぽ様にッ、っぉっ、犯してもらえるのっ、好きッ、ッぉぉ……！ 

 

さっきっ、ッぉっ、ハメてもらってたお尻の穴ッ、ッぉぉ……！ 

恥ずかしいのにッ、っぉっ、悦びすぎてッ、ぐぱぐぱ開いちゃってッ、っはーっ……！ 

おちんぽミルク逆流させちゃってますッ、っぉっ、んっほッ！ 

せっかく出していただいたのに、ッぉ、んっほッ、っぉっ、おぉっ……！ 

ごめんなさいっ、ッぉっ、だらしないお尻マンコでごめんなさいっ、ッぉぉ……！ 

 

おっほッ、ッぉっ、お詫びにッ、ッぉっ、お耳にッ、ご奉仕しますっ！ 

メス穴ッ犯していただいている間ッ、ッぁあ……私がっ、ッぉ、お耳ベロベロ舐め回してっ、

ッはー……！ 

ご主人様の射精欲、ッぁぁ……たっぷり刺激させていただきますからっ、ッはーっ……！ 

失礼いたしますッ……！ 

 

んぢゅぅ、ッぉ……ぢゅっぢゅ……ッはーっ、ッぉっ、んっふッ、ぢゅるるぅぅ……ッぉぉ

……！ 

ぢゅっぢゅ、ッぉ……ぁぁ……ぢゅぱっ、ずぢゅずぢゅぅ、んふぅ、ぢゅっぢゅ……れりゅ

ぅ……！ 

ッぉっ、んっふッ、ぢゅっぢゅ、れぢゅぅぅ、ぬぢゅぬぢゅぅ、ずぢゅるっ、ぢゅぢゅぅぅ

ッ！ 

 

ッお、おぉっ、ッはーっ、ご主人様のッ、おちんぽぉっ、ッぉっ、おっきくなってきてるッ、

っはー……！ 

私がッ、締めてるんじゃないですぅッ、っあっ、ご主人様のがッ、っぉっ、おっきくッ、ッ

ぅぅ……！ 

んぉあっ、ッはーっ、ッぅ、ンんっ、ッぉっ、おっほッ、っおぁっ、そこスゴ、ッぁぁ……！ 

 

ずぢゅぱっ、ぢゅるッ、んっふッ、ッぉっ、れぢゅぅ、ぬぢゅぱっ、ずぢゅずぢゅぅ……ッ

はー……！ 

ぢゅっぢゅ、ずぢゅっ、れぢゅぅ、ぬぢゅるっ、ずぢゅぢゅ、ずぢゅ、れりゅれりゅぅ……！ 

 

っはぁ、んっ、ッぅ、んんっ……ッぁっ、気持ちいッ、っあっ、んぉっ、ッはー……！ 

ご主人ッ、様ぁッ、っぉっ、これっイイっ、っあっ、もっとシてほしっ、ッぁぁ……！ 

 

 



 

っぉっ、んっほッ、っぉぁっ、ッぉっ、ぎぼぢいっ、ッぉっ、好きっ！ 

ただの射精相手でいいのにっ、ッぉっ、おっ、恋愛感情むけられたくなるッ、っあっ、ッぉ

ぉ！ 

おっ、お願いですご主人様ッ、っぉっ、１回だけでいいからっ、ッぉっ、好きって言ってッ、

っあっ！ 

おまんこされながら好きって言われたいッ、っあっ、んぉっ、ッぉっ、お願いしますぅっ！ 

 

ッぉっ、んっほッ、っぉっ、おっ、やべっ、ッぉっ、これスゴいっ、ッぉっ！ 

好きな男にッ、っぉっ、おちんぽシてもらいながらっ、ッぉっ、おっほッ、ッぉっ！ 

好きって言ってもらうのっ、ッぉっ、頭おかしくなるっ、ッぉっ、メス丸出しになるっ！ 

 

おほっ、ッぉっ、私も好きっ、ッぉっ、愛してますっ、ッぉっ、ご主人様ッ、っぉっ、おっ

ほッ！ 

んぉっ、イグっ、ッぉっ、ラブラブ交尾でマンコイクっ、っぉっ、イグっ、イクイクイクイ

ク……！！ 

 

 

 

 

んおぉぉぉッ……ッぉ……ぁぁ……あへッ……ぇへへぇ……！ 

っはー……あぁ……これヤバぁ……っはー……ぁぁ……！ 

おまんこから脳まで、っはー……精子届くんじゃないかと思うくらい……気持ちよかった

ぁ……。 

 

れぢゅ……ちゅっちゅ……ッはー……ありがと……。 

 

すっごく気持ちよかった……。 

 

それに……ウソでもお兄さんに愛してるとか言ってもらえちゃって……。 

……なんか、こんな幸せで良いのかなって思っちゃった……。 

 

……んぇ……？ 

 

抱き着くって……こんな感じでいい？ 

 



 

 

ッおぉ……？！ 

 

や……ダメだよお兄さん、さすがに脚限界でしょ？ 

私のこといっぱい気持ちよくしてくれるのは嬉しいけど……それならまた今度に―― 

 

 

 

おッ、おっほッ、っおっ、おッ、ぎぼぢッ、っぉっ、らめっ、ッぅ、んっ、ッぉぉ！ 

おっほッ、っぉ、はいっ、ッぉっ、好きですっ、っぉっ、私も好きッ、っぉぉ！ 

あへっ、ッぉっ、なりゅっ、ッぉっ、お嫁さんなるっ、ッぉっ、毎日おまんこでご奉仕する

ぅッ！ 

 

ッぉっ、おっほッ、っぉっ、嬉しッ、っぉっ、プロポーズ嬉しいッ、っぉっ、おっほッ！ 

おっ、ザーメンまみれでいちゃいちゃ交尾しながらッ、ッぉっ、スケベな告白されるの嬉し

いッ！ 

 

ッぉっ、んっほッ、ずぢゅるっ、ぢゅっぢゅ、んはぁっ、んぉっ、ッぉっ、ぢゅっぢゅッ！ 

っはぁっ、れりゅっ、ぐぢゅぱっ、ずぢゅずぢゅッ、ぬぢゅるっ、ッはーっ……！ 

 

んぉっ、ッほっ、ッぉっ、いいのっ、ッぉっ、私ッ、っぉっ、誰かに見つかっちゃってもい

いっ、ッおっ！ 

ご主人様とっ、っぉっ、ラブラブ交尾ッ！ 

一生捧げちゃう誓いのセックスっ、みんなにッ、っあっ、見てもらってぇっ……！ 

ッぉっ、おほっ、おまんこもっ、お尻の穴もぉっ、ッぉっ、お口もおっぱいもっ、全部全部

ッ、っはー！ 

ご主人様のおちんぽ汁でぐちゃぐちゃにしてるの確認してもらってぇっ！ 

ッぉっ、んぉっ、このオスのお嫁さんになることのッ、っぉ、証人になってもらうのっ！ 

 

ッおっ、んっほッ、っぉっ、おっほッ、やべっ、ッぉっ……！ 

みんなに見られるかもって思ったらッ、っおっ、またイキそっ、ッぉっ、おっほッ、っぉぉ！ 

ご主人様っ、っぉ、くださいッ、っあっ、んあっ、私にッ、っぉっ、誓いのザーメンっ……！ 

おちんぽ汁どぴゅどぴゅ中出しお願いしますぅっ！ 

 

ずぢゅるっ、れぢゅれぢゅぅ、ッぉっ、んっほ、ぢゅっぢゅ、ずぢゅるぅ、ぢゅぱっ、ッぉ



ぉ……！ 

ぢゅっぢゅ、ぬぢゅっ、ずぢゅぱっ、ッぉっ、ぢゅぱっ、ずぢゅずぢゅぅ、れぢゅぅ、ッは

ーっ、ぢゅっぢゅぅッ……！ 

ぐぢゅぽっ、ッぉっ、ッぉ、イグっ……！ 

 

ご主人様とのラブラブ交尾でマンコイクっ、ッぉっ、しゅきっ、ご主人様愛してるッ！ 

っおっ、イグっ、イクイクイクイクぅぅ……！！ 

 

 

 

 

ッぉぁぁぁあっ！ 

あッ、っぉっ、んっほッ、ッぉぉ……！ 

おっほッ、ッぉ……おぉ……！ 

 

あ、やべっ、ッぉぉ……潮出ちゃうッ、っぉ……ご主人様ッ、っぉ……ごめんッ……！ 

 

 

 

おおおぉ……ぉお……んへぇ……えへへ……ッぁぁ……はー……。 

ぎぼぢい……ご主人様のぉ……つよつよおちんぽ様とのラブラブ交尾が……。 

世界で一番大好きぃ……っはー……ぁぁ……あへへ……気持ちいいの、ありがとうござい

ましたぁ……。 

 

 

 

ッぉぉぉ……っはー……あへへ……。 

 

 

 

 

……あへへ……ご主人様……一緒に電車乗ろぉ？ 

電車の中でも続きしてぇ、みんなに私がご主人様のラブラブおちんぽケースってとこ、見せ

つけちゃおうよぉ～……。 

 

 



 

……あ、それとも、ここでこのままパンパンし続けるぅ？ 

私はぁ……ご主人様がシたいこと、シてあげたいなー……。えへへ……。 

 


